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【目的】GO2 削減対策お よび新 エ ネ ル ギ
ー

の 安定供 給を R 的 と した 「地 中 メ

タ ン 再生技 術 一の 開 発を進 め て い る。そ こ で我 々 は、フ ィ
ー

ル ドオ ペ レ
ー

シ ョ ン を想定 した 、水 素資 化性 メ タ ン生成 コ ン ソ
ー

シ アム の メ タ ン生成 促

進 条件 の検 討 を 行 っ た。
【方 法 及 び 結 果 】 ま ず、深 度 地 下 汕 層 水 か ら メ タ ン 生 成 コ ン ソ

ー
シ ア ム

〔MYH −4） を分 離 した 。次 に 、　 MYH −4 内 の メ タ ン 菌 に と っ て理 想 的 な 専 用

培地 （JGM　Mcdium2Sl ） お よ び フ ィ ル タ ー一
滅 菌 し た 油 層水 を 用 い て 、

MYH −4 を接種 し、メタ ン 生 成に 対す る Cぐ）、，濃度の 影響に つ い て検 討 した 。
そ の 結果、メ タ ン 生 成速 度に対 して、JGM 　Medlum231 を用 い た 条件 と油

層水 を用い た 条件で は ぼ ぼ 1司等で あ る こと が 分か っ た。ま た、最 も気柑部

GO2 濃度の 低 い 条件 （0．4％）に お い て も経 済性 を満 た すメ タ ン 生成能 を有

す る こ とが 示 され た。

Le1Jtothrix属、　Gttttio’nettti属な どの 鉄細菌は主 に Fe1
＋
やMnE

＋
を含ん だ地下 水

が 湧 lrl す る場所に 生息 して お り、菌体外に 独特の 構造を した酸 化鉄 を生成

す る こ とが 知 られ て い る。我 」r は、こ れ らの 酸化鉄 をバ イ オ酸化鉄 と呼び、
その 微 細 溝造や 化学組 成 な どの 詳細な研究を行な っ て い る 。バ イオ 酸化 鉄

は 、特 異 的 な 構造や 性質を 有 し、様 々 な分 野で の 応用が期待される 興味深

い 無 機 材料で あ る u また 、常 温で簡単 に 生成で き、無害 で ある こ とか ら、
環 境 へ の 負 荷 が 小 さ く、これ か らの時 代に ふ さわ しい 無機材料で もあ る。
た だ し、自然 界で 得 られ る バ イ オ酸化鉄は 種類が 多く純度が低い ため 、無

機材料 と して 利 用 す る には 、純度 を高め る 必 要 が ある 。
そ こで 本研究 では 、口然 界 か らLePtotlu．ix属 の菌株 を 単離 し、単

一
の 細 菌に

バ イ オ酸化鉄 を生 成 させ 、高純度 のバ イ オ酸 化鉄 を得 る こと を 目的とした 。
分離源 の地 F

．
水 を基 盤 と した 貧栄 養培 地 で 培 養 した 結 果 、菌体外に 鞘状の

構造物 を持 つ 菌株 SA−1が 単 離 され た。玉6S　rRNA の解 析の 結 果 、　 SA−1はム．
choiodni2 の

一
種 で ある こ とが 判 明 した 。しか し、単 離 した 培 地 で は バ イオ

酸化鉄 の生 成 や菌鉢の 増殖 が 不 十 分で あ っ た た め、この 条件 を満 た す 培 地

の 検刮 を 行な っ た ．そ の結果、菌 体の 増 殖 には 適 度 の 炭 化水 素が 必 要 で あ

り、バ イ オ酸 化鉄 の 生 成 に は 2 価 の鉄 、ケ イ酸 、リン 酸 が 必 要 で あ る こ と

が 分か っ て きた，これ ら を組 み合わせ て調製 した 培地 で は菌体の 増殖 とバ

イオ酸 化鉄の 生成 が適 度に起 こ り、得 られ た バ ．イオ酸化鉄 の形状や 元 素組

成 も自然界に 見られる もの と類似 し て い た 。
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【目的 】褥瘡 の重症度 は、朕師 や看 護師 が創部 の大 き さ や色 か ら経験的 に判

断 して 診断 を ドして お り、また 外観的 記 録 は 長径 と短径 を測 るの み で あ る。
一・
方、安価な デジ タ ル カ メ ラ の 普 及 に伴 い 、カ ル テ と共 に褥 瘡写 真な ど の

診 療記 録 の 電 了化が進 ん で い る。そ こで褥瘡 の色 彩 画 像 を用 い た 定 量 的 な

重症度診断 とデー一タ ベ ース化 を 最 終 目標 とし 、本 研究 で は 、1〕 ヒ ト皮膚

表 面 の 色 彩的 な 特 徴を 調 べ 、2 〕 照射 光の違 い に よ る 画像 の色 彩変化 を補

iEす るた め の カ ラーチ a・一トを 作 成 し、3）色補 正 した 画像 の 色彩パ ラ メ ・一
タに 基づい た 褥瘡領 域 の 迅速 簡 便 な抽 出 を試 み た ．
【方法 お よ び結 果】 色彩画 像計測 シ ス テ ム 内で 被験 者21人 〔2〔〕代〜4〔｝代）

の ヒ ト前腕内側の 皮膚を デジタ ル カ メラ で撮 影 して RAW 形 式で 記録 した 。
画像 をTIFF 形式に 変換 して RGB 値 を得た。ヒ トの 皮膚は 色分布 が小 さ く

無彩色 に近い こ とが わ か っ た 。こ れ らの 特徴 を考慮 し、皮膚 用 カ ラ ーヂ ャ
ー

トを作成 した．患者の 褥瘡の 外観を 皮膚用 カ ラ ーチ ャ
ー

トと共 に撮影 ・記
録 し、色補正を行っ た。画素 のRGB 値か らHSI、（邑相、彩度、明度）値を

計算 し、専門医が識 別 した皮 膚の 正常部 位 と褥瘡 部位 に つ い て 色彩 パ ラ

メータ を比較 した．色相 H の 閾値 を設定する こ とで ．色彩情報 に 基づ い た

＃観的な褥瘡部位の 抽出が可能 とな っ た。創部 の 状態 （形状や変色度合 い ）

を迅速簡便か つ 定量的に 記録で き る こ とか ら、記録作業の 省力化 と褥 瘡管

理の 電子 カル テ化、定量的な 車症度診断 とデータ ペ ー一ス 化、薬効評価、さ

ら に はイン タ
ー

ネッ トを介 した 在宅医療 にお ける 診断支援ツ ール の 開発に

つ なが る と考えられ る．

【目的】 廃棄物処 分 プロ セ ス や農畜産業 か ら発生 する 亜 酸化窒素 （N20 ）は、
二 酸化炭素の 約 310 倍の 温暖化係数 を有す る温宰効果ガス である。その 計

測 は ガ ス ク ロ マ トグラ フ 法が 主で あ るた め、on −site で の 簡便か つ 高感度な

測 定 法 の 開発が 期待 され て い る．亜酸化峯薫還元酵素はN20 の 還元反応を

触媒す る酵素 であ り原理的 に はN2 く）計測 へ の 応用 が可能 と考 えられ る。し

か しな が ら、空気中 で は酸素 に よ っ て メ ディ エ
ー

タが容易に 酸化 されて し

ま い 、ま た酵素 も酸素 に より失活 して しまうこ と等か ら酵素計測法 へ 応用

され た例 は ない 。本研究で は、VVoti．netla 　succ ・ino，genesM来亜 酸化窒素還元酵

素 （ト osZ 〕に着 円し、メ デ ィ エ
ー

タの 発色 に よ る光 学的な 簡易計測法の 開

発を行った．
【方法】”1　se　ccin・ig’enes を嫌気的 に 培養 し、その 水溶性画分の 陰 イオ ン 交換

ク ロ マ トグラ フ ィ に よ e粗精製NosZ を得 た 。この N 〔〕 sZ と反応 し酸 素存

在下 で も容易 に 酸化 されず、還7亡型が 無 色、酸化型 が 呈 邑す る電 チメ デ ィ

エ
ー

タの 検討 を行 い 、酸化還元反応 に よ る発色 を分光 光度計 で計測 した 。
【結果】vef　STtccin21，qenes由来NosZ ！・’d”好気条件下 で操作 し た に もか か わ らず F
分 な活性 を有 して い た。電 子メ デ ィ

エ ータ を還元剤で 還元 し、無色 と した

後に N20 と反応 させ る と、安 定 して濃度依存的 に 発色 する こ とが 確認 で き

た。す なわ ち本酵素 を用い る こ と に よ り簡便に 亜 酸化窒素が 計測で き るOn −
siteセ ン シ ン グシ ス テム の 購築が 可能で ある こ とが 示さ れた 。検知管等 へ の

応用が期待 される、，
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